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1 研究 目的、

隼後2白官～卑労月目の新生児も・人間の声占廼の葎

彰を即でき』、入師群反塵て騨を糧締
接な母子関係がある；孝1をヌ 我々は前回畢告刃劃b。令

回は，症例数を増専し，どのような相互関係がある恥分

析した。

　母子間の相互関係，』情報伝達は，成長後の会簸の原始

的形態であって， 共通の遺伝情報を有する分散システム

4〉英例であるじ その分敵シネテムの数学的なモデル化を

試みたす鴨 ・｝ 　1・ ．　．（
旨、

　E　対 象 ・1一ノ∴ 　、1・』∴二’ら』＞

　総合母子保健センター愛育病院セ正期産児1どし七出生

・し5、特に問題なく発育して“る生後1～∫61白自め新生児

33人を対象としたが，そのうち＄人なデ生後1カ月目に

1も同様の観察を行なりたる』∴

　新生児を約30℃め保育器の中に裸体で仰臥位に寝か

せ∫ごその側より母親や医師や暫護婦の声1’雑音， 拍手ゐ

音を閾かせたじ’母親の音声等を録音し， 向時に新生児の

四肢の動きをビデオテープにとり，画像に写し出し分析

七た61新生児が34秒間開眼しているが，』暗泣しておらず

分析滋き尭箇所は77カ所であった。、そのうちわけに表．1

蛎す勲である・『　””＝τ　
、∵

　表1薪究対象

1人間にょる新

生児ぺの賠り

け…　　… ・・

』68例

決められた冒『葉による
かりr、 ．　．．a1例、』

．

自由な言葉による　　　　　㌧』甲

母親の語りかけ　　　　18例ン 1f

：』決あられだ普葉セヒま畜曄塵匝尋1　君護婦の語りかけ　　10傍り

自由な言葉による医師や…”レ
護婦の語りかけ　　　9例

　　　　　　　人工的な雑音非人間的な音

を新生児に聞　　自然な雑音

、かせる．9例
　　　　　　　拍手

7例

；．11例

’1’例

．皿、 方法

・レ謝齢糖欄騨によ粉析』 ’1，
fこ1 ㌧

前威ほ餉様ゐ分析方法畑轍を験して分析し
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　つ　　　　　の

た。今回は・方法論獄略述するに≧書めお←音の肇ざ7

の爵静薦酸擁王／6・秒卸琳嘩舜小働
都示した・議吐下肋ラ所吻僻すが㌘
ブよりひ勘売し，そとを16×16のマ・トリ1ジクスとして

とらえ，ゾ66秒毎の変化を，体動の大ぎき2ζ（アど考え
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た。これらの7（∫），Z（‘）より，音の強さと体動の大ぎさ

の相互関俸を分析する相互相関関数r（τ）＝

　　　鶏｛胸6・轡F｝｛郷β9！1一μ翫．読☆

嬉｛7（網6・＋舜璽｛葬毒6δ）二塵・』．

　を考えた。ここでの記号は以下の通りである。

　　，、解9似〒第炉照）饗秒吻勅低
　　し54FZ（’）の34秒間あ宰均値，’』3≦》≦｝3秒， し

　　0秒≦（∫＋ヴ60＋τ）“．毎玖60）…熱秒rl

　ここでは・V6・秒毎に纏鯛・2略対りかタの相．』

関係数を計算し・（音車孝体動≧璽娼写闘孫の有無を検討

した・τの値が給秒から超秒まで殖囲で1／60秒

毎にY（・）の値をマ響、謝榊言痴たグラ

フの代劒姻1諒飼 ．．．1 僚．iで

　興，1、莞相写相闘開数’驚＠ジ 1・て蝋撰1ン
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「 沁黛 　　　　　ミ！～☆

　 図・1止段の図では2っの ピマ．クがあるがレτこの値が負

鱒脚胎グ配音声の後に騨力＝生じている二証を
示し・・㍗の偵が正の領域のピーンは，体動の後に音声が

あら商塾ていることを示している。中段の図はτがO秒

付導畦ビーぞがあり，音声と体動とがほ蔭向時に生じて

鴨酵蛎し勲甑下即鴎‡粛り 頃ピ7ク

誉腿撞蔚騨蕪押勲応こ醜恥て鴨
’・1亀寒旦脅問㊧㌍写相関関取年よる分析

G個副舞鴛葉貴鉄畦約β秒間， ．1／印秒毎に 512対ρデ
鷲客Φ椙関琢掌を貴算レ，ζ 母子④狽写関無を分析ル痙φ

即ち前記しな相軍相関関数X二、（1製に毅恥て』・1、
∫ 1

．fぞ〒1駆歌く『輿冴V〒』玖∫）曾豊秒間姶平均鷹，．．

V、 ～　　　　　　騨．噂

　　　　　　　　　、

　　　　　　　　ノ

　　　　，

O　－　■

　　　　も　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

鞠 ，b．』一戸■r 再帆i一甲層■一 一P －一騨，－冒｝卿，甲，一■一ロー一　讐”O岬 甲一

　μz＝2（≠）の8秒間の平均値，一2≦r≦†骸葎！告』

　0秒≦（∫＋が60＋7），（∫＋ヴ60）≦8秒

り範囲でヌ（qを個別の言乗ごとに計算した己ピーグ
㌧を泉鷺ば51・個’凌φ言葉芝体動，と奪相互関係のあるととを

逐レ系騒。・』Pl』「一
．、

．』阪曝騨学的鰭
　．母子問のコ．ミ富昌ケ‘シぎシモ．デルを構築するのに，一

まず新生児モデルを図2のように考えた。

図2　新生児モデル
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　ごこで，入力は音声刺激，出力は新生児の体動を表わ

す。識別関数は，新生児が遺伝情報に鑑鄭人間の声と

雑音とを識別するためのフィルタである。新生児の出力

信号は次め3つの償号，＠入力信号G識別関数を通趨し

た儲）・⑤内部のフィ｝ドバック鶴～・ 鎚忌り出加
号、により決定されると仮定する。この鐙デ滴鞄おし・て

轡櫓cは脚鱒で瞬燵率静噸であ
』砥ヒ興告噸鯉樋ξと翼鑛熱
で搬』肱11因～1磁稗爺し塵1醤難蔵
臨窄鱒稗遜寧聴凄騰1懸i委鱒轡

　　　　4（s）早　　c・召一7・8　　　ふ犀1
　　　　　　　．s÷‘4ヤ私C・≧7（男解2）β：il，・、：・i：“遅 ミて

となるび境こで各係数は次の意味桃づ眠鵜 1㍗～ll

K；：身体を動がすことによ・り内部状懇を高あ文一叡るiど考

　　えられる揚合にはK＜0，即ち正のフィードン鰯ン

　　であり，逆に身体を動かすごとで内部状態を安定さ

　　せると考えられる場合にはKくO，即ち負めフ身一

　　ドバックが働くと考える。Kはこのように正負いず

　．・れの場貧 も≧’り得る61い二
L・一 V二1』ぎ 、1』1県．1』

典∫；、内部状聾は時間糞共に減衰する璽で負のマォ9ド容

　’似ぞが鰯風と考えるす廓㍑ヲ　．ン ゴ、
、

g＝内部状懸の出カヘの反映獄ランダみであ鎖ζ線形的

、lllで礪除 く、11・二．〔O

，、
1｝の範囲の値／を乏しるbyこ玉1∫『1

『嘩刺激を舜けてかぢ反応する婁での遅れ時間であるる一，

丁妊 自βの串ヵ信号洋内部状態に影響を与えゐ・ま矯の遅

、；・これ時間であ為す「：むこ』＝』
ぐ一・・’ ÷＝ピ 』㌃可1』τ二X

二

弔の系にラ》て安定性を検討する乏，K≧Oの時はA＞
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表2　男女別，生後日数別のビークを示す率
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．wl．詰 果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　l』銅秒問φ相互相藺関数によ斎分析結果・、

　雑音や拍手と，新生児あ体動と め相闘を調麦尭対照群

としての9例は毛：
全て隅1下興り，よ1う欺隅≧奉り一乏も音と

体動とは相関がなかったる人間の語りカヤけと新生児の体

動との相関を調べた68例中39例で，図1上段か中段のよ

うなピークを示した。これは危険率1％で，人間の語り

かけξ新生児¢）俸恥と声相関のあることを示している。

ピークを示したτの値の分．布を図3に示す。
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れぞれの平均値土漂準偏差はl　r 一1，3±0、5，＋0，05±

0．2，十1．4土0，4となった。このことは，語りカ・けら

れた新生児が躇りかけに反応じて，．1．1臓秒後に体動をお

こし，その新生児の体動を見て1，4秒後に大人が語りか

廿ているこどを示しているる 10秒付近のピづクは弘体動

と藷りかけとがほぼ同時に生 じているこ とを示』して一い

る。この3づの範囲で，男女別，生後日数別にピ巨クを
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加藤他＝母親の言語に対する新生児，乳児の反応にみられるエ：！トレィソメント現象のコンピューター画像分析

　図7　不安定領域のa（s）

ば
匡
O　O。1

0　0
鴇
o－0』
に晦4－3－2－1’ l230
　　　　　　　　　　TIME…LAG（SEC）

卿 ．韓 P　一 一 囎一 一 曽 の　．

● 轄　●　， ， 一

沼

　～3歳になってからの言葉の発達と関連があるかもしれ

　ない。母親が語りかけた場合と，経験ある医師や看護婦

　が語りかけた場合とで反応する率に差がなかったのは，

　出産後母親が病気等で新生児の世話をできない時・看護

　婦等でもその世話を飛わりうることを示している。新生

4　児の体動と成人の語りかけとが同期する現象は・新生児

　が注意を集中している時には必らず生じる現象かどうか

　今後研究しでいきたい。新生児が緊張して反応しやすい
　図6では，母親の語りかけに反応して新生児が体動を

おこしてピークが出現しており，図1では，語りかけと

体動とが有意の相関のないことを示している。このよう

にH（s）は，実際の相互相関関数とかなり一致することが

判明した。従って，母親と新生児を分散システムと見な

した揚合の母子間コミュニケーショソモデルは図 8に示
すように考えられた。

　図8　母子間コミュニケーシ。ンモデル

　　　　　　　　　　新生児

状態かどうかは，脈拍数やその分散で調べながら症例数

を璽漁るつもりであるo

　相互関係のモデル化において，A，K，Cは確率的な

変数で，安定領域と木安定領域とを交互に推移している

と考えられる。実際の母親や新生児の解剖学的生理学的

意味と，A，K，¢等は，現在直接的には結びつかない

が，今後研究していきたい。
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　本研究の要旨ば第85回日本小児科学会・第29回日奉小

児保健学会にて発表したo

　なお本研究の研究費は，厚生省母子相互作用研究班・

文部省個性の発現過程の解析研究班・及びカルピス三島

財団の研究費による6
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　ター分析（第2報），日本総合愛育研究所紀要・第17集

　：49～53，　1981。
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　V　考　案

　個別の言葉ごとに約8秒間のY（τ）を計算すれば・

34秒間の平均では打消されて，言葉と体動との相関が一

見ない例にも関連が見出せることがある。しかし，個々

の雷葉ごとに調べたのでは，どの時点から何秒間分析す

るかという間題があり，それによって結果は変わってく

る。又，言葉と体鋤との個々の変化の状態を調べたので

は，お互い無関係に生じているかもしれない。 従って，

我々の研究では，語りかけと体動とに相関があるかどう

かは，34秒間の解析の例のみ統計的処理を堵行した。

　有意差は示さなかったが，生後1ヵ月になった方が生

後数日の児より成人の語り寮けに反応しやすいことは・

新生児がそれだけ成艮したことを示している。女児の方

が男児より反応しやすい傾向があったが，これは生後2

一39」


